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山　

下　

智　

恵

　

93
年
７
月
12
日
北
海
道
南
西
沖
地
震

　

奥
尻
震
災
二
〇
年
に
あ
わ
せ
特
集
記
事
を
五
回
に
渡
っ

て
連
載
し
（
二
〇
一
三
年
七
月
）、
そ
の
と
き
の
取
材
で

感
じ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
や
今
後
起
こ
り

う
る
震
災
被
災
地
の
復
興
の
教
訓
と
な
る
視
点
で
、
奥
尻

町
が
ど
の
よ
う
に
復
興
を
と
げ
た
か
①
住
宅
対
策
、
②
漁

業
振
興
、
③
町
財
政
、
④
防
災
対
策
と
今
後
の
課
題
の
四

つ
に
わ
け
て
お
話
し
ま
す
。

　

奥
尻
島
の
周
囲
は
約
八
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
大
き
な
島

で
、
フ
ェ
リ
ー
が
発
着
す
る
奥
尻
港
か
ら
震
災
被
害
を
受

け
た
青
苗
市
街
ま
で
は
車
で
約
二
〇
分
の
距
離
で
す
。
震

災
前
の
一
九
九
〇
年
の
国
勢
調
査
人
口
は
四
三
八
一
人
、

一
七
三
〇
世
帯
で
、
漁
業
と
観
光
が
基
幹
産
業
の
ま
ち
で

す
。

　

北
海
道
南
西
沖
地
震
は
、
一
九
九
三
年
七
月
一
二
日
午

後
一
〇
時
一
七
分
頃
。
奥
尻
島
南
西
沖
を
震
源
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
八
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
小
樽
市
、

後
志
管
内
寿
都
町
、
桧
山
管
内
江
差
町
で
震
度
五
を
観
測

し
、
奥
尻
島
は
最
大
震
度
六
（
推
定
）
で
し
た
。

　

地
震
発
生
後
わ
ず
か
数
分
で
巨
大
津
波
が
奥
尻
島
に
到

達
し
、
島
南
西
部
の
藻
内
で
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大

津
波
を
記
録
し
、
津
波
は
九
州
北
部
ま
で
の
日
本
海
沿

岸
一
体
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は

二
三
〇
人
、
こ
の
う
ち
奥
尻
島
は
一
九
八
人
（
土
砂
崩
れ

な
ど
地
震
被
害
含
む
）
で
し
た
。

　

一
九
八
八
年
六
月
震
災
前
に
毎
日
新
聞
社
が
撮
影
し
た

青
苗
の
写
真
で
は
（
写
真
１
）、
岬
の
先
端
ま
で
建
物
が

あ
り
ま
す
。
震
災
二
日
後
に
海
上
保
安
庁
が
撮
影
し
た
写

真
を
み
る
と
、
岬
の
建
物
は
津
波
で
薙
ぎ
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
津
波
襲
来
後
に
火
災
が
発
生
し
、
被
害
が
さ
ら
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

以
下
で
は
、
青
苗
地
区
を
中
心
に
震
災
の
復
興
過
程
を

見
て
い
き
ま
す
。

　

青
苗
地
区
の
住
宅
復
興

　

奥
尻
島
南
端
の
青
苗
地
区
は
、
役
場
の
あ
る
奥
尻
地
区

に
次
い
で
人
口
が
多
く
、
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
地
域

で
、
大
規
模
な
住
宅
復
興
と
移
転
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥
尻
島
震
災
復
興
の
教
訓

北
海
道
南
西
沖
地
震
20
年

写真１ 1988年6月青苗地区南側から。 写真２ 1993年7月震災直後の青苗地区。
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当
時
の
青
苗
地
区
の
人
口
一
四
〇
一
人
の
う
ち
、
死
者

・
行
方
不
明
者
は
一
〇
七
人
と
い
う
多
さ
で
し
た
。
全
住

宅
五
〇
四
棟
の
う
ち
三
四
二
棟
が
被
害
を
う
け
、
地
区
最

南
端
の
海
抜
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
岬
部
分
に
あ
っ
た
建

物
七
三
棟
全
て
が
全
壊
し
、
岬
部
分
の
住
民
二
一
五
人
の

う
ち
三
割
以
上
の
七
一
人
が
亡
く
な
る
大
き
な
被
害
で
し

た
。
亡
く
な
っ
た
か
た
の
半
数
は
高
齢
者
と
子
ど
も
で
し

た
。

　

奥
尻
島
全
体
の
住
宅
損
壊
状
況
は
、
全
半
壊
が
五
二
五

棟
で
島
全
体
の
約
三
割
、
こ
の
う
ち
青
苗
地
区
全
五
〇
四

世
帯
の
う
ち
全
半
壊
は
三
四
二
世
帯
で
、
全
世
帯
の
七
割

弱
で
す
。
そ
し
て
青
苗
地
区
南
部
岬
地
区
の
全
七
六
世
帯

が
全
壊
し
、
岬
地
区
は
地
震
発
生
三
分
後
に
津
波
の
第
一

波
が
到
達
し
、
地
震
で
揺
れ
て
い
る
な
か
高
台
に
避
難
し

た
住
民
が
助
か
り
ま
し
た
。

　

住
宅
の
復
興
計
画
は
北
海
道
が
主
体
に
な
っ
て
策
定
し

ま
し
た
。
住
宅
の
復
興
は
主
に
二
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
、

一
つ
め
の
Ａ
案
は
、
全
世
帯
の
高
台
移
転
。
も
う
一
つ
の

Ｂ
案
は
、
一
部
高
台
に
移
転
し
漁
師
な
ど
九
〇
戸
は
海
岸

近
く
の
低
地
に
残
る
案
で
す
。
道
は
こ
の
二
つ
の
案
を
第

一
次
復
興
計
画
と
し
て
奥
尻
町
に
提
案
、
九
月
三
〇
日
の

奥
尻
町
議
会
で
審
議
さ
れ
全
世
帯
移
転
の
Ａ
案
を
推
す
意

見
が
多
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
住
民
か
ら
、
情
報
伝
達
が
不
足
し
て
い
る
と
の

声
が
多
数
あ
り
、
九
三
年
一
〇
月
九
日
、
町
内
で
石
油
会

社
を
経
営
す
る
明
上
雅
孝
氏
を
会
長
に
「
奥
尻
の
復
興
を

考
え
る
会
」（
考
え
る
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
会
の
前

身
は
町
内
の
活
性
化
を
話
し
合
っ
て
い
こ
う
と
半
年
前
に
、

図１　奥尻島各地区の地震・津波による被害状況

奥尻町「災害と復興のパンフレット」より
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町
内
会
、
漁
業
者
、
婦
人
会
、
青
年
会
な
ど
が
集
ま
っ
て

つ
く
っ
た
「
南
奥
尻
の
活
性
化
を
考
え
る
会
」
で
す
。
明

上
さ
ん
は
「
こ
の
会
の
前
身
が
な
け
れ
ば
、
あ
の
混
乱
の

な
か
、結
束
は
で
き
な
か
た
っ
た
」と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
。

　

考
え
る
会
が
町
民
意
見
集
約
の
一
括
窓
口
に
な
り
、
役

場
と
の
や
り
と
り
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
〇
月
二
八
日
か
ら
地
区
ご
と
の
住
民
説
明
会
が
始
ま
り
、

全
壊
し
た
岬
地
区
は
高
台
へ
の
全
世
帯
移
転
に
合
意
し
ま

し
た
が
、他
地
区
の
漁
師
は
低
地
を
希
望
す
る
人
が
多
く
、

移
転
へ
の
合
意
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
考
え
る

会
が
一
一
月
八
日
～
一
二
日
に
住
民
調
査
を
行
い
、
高
台

移
転
に
賛
成
な
の
は
全
体
の
三
割
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
一
一
月
一
六
日
に
町
は
、
一
部
高
台
移
転

案
の
低
地
九
〇
戸
を
三
〇
〇
戸
に
し
た
修
正
案
を
提
示
し
、

二
二
日
の
町
議
会
特
別
委
員
会
で
承
認
さ
れ
、
同
日
、
町

と
考
え
る
会
の
共
催
で
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

宅
地
の
整
備
は
国
の
事
業
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
端

の
岬
地
区
は
「
津
波
危
険
地
域
」
に
指
定
し
居
住
不
可
と

し
、
国
土
庁
（
現
国
土
交
通
省
）
の
防
災
集
団
移
転
事
業

に
よ
り
（
補
助
率
七
五
％
）
一
八
三
戸
が
高
台
に
移
転
し

ま
し
た
。

　

海
抜
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
低
地
は
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
（
農
水
省
）
に
よ
り
、
約
六
～
七
メ
ー
ト
ル
に
か
さ

上
げ
を
し
、
そ
の
上
に
宅
地
を
造
成
整
備
し
て
約
一
八
〇

戸
が
移
転
し
ま
し
た
。

　

青
苗
漁
港
周
辺
は
、
居
住
を
せ
ず
に
作
業
場
な
ど
港
湾

機
能
の
み
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
青
苗
地
区
市
街

地
の
整
備
は
高
台
、
低
地
、
港
と
三
層
に
分
け
て
復
興
さ

れ
ま
し
た
。

　

奥
尻
島
の
住
宅
復
興
は
迅
速
に
す
す
み
ま
し
た
。
町
は

住
宅
が
な
い
と
町
民
が
島
か
ら
出
て
い
く
と
危
惧
し
て
住

宅
復
興
を
急
ぎ
、
震
災
か
ら
三
年
三
カ
月
後
の
九
六
年

一
〇
月
に
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
最
後
の
住
民
が
退
去
し
ま

し
た
。

　

写
真
は
青
苗
地
区
の
震
災
直
後
（
写
真
３
）、
震
災
三

年
後
の
区
画
整
理
が
行
わ
れ
（
写
真
４
）、
低
地
、
高
台

南
端
の
住
宅
街
（
写
真
５
）
で
す
。

図２　青苗地区のまちづくり

奥尻町「災害と復興のパンフレット」より

写
真
４　

震
災
３
年
目
の
96
年
夏
。
同
じ
方
向
か
ら
。写真３　震災直後、青苗地区を北側から
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住
宅
復
興
を
支
え
た
条
件
と
義
援
金

　

直
面
す
る
課
題

　

迅
速
な
住
宅
復
興
を
支
え
た
の
は
、
四
つ
の
要
件
で
し

た
。
一
つ
は
、
国
と
道
の
素
早
い
対
応
が
町
を
牽
引
し
て

い
っ
た
こ
と
。

　

二
つ
め
は
、「
考
え
る
会
」
の
活
動
に
よ
り
、
住
民
の

意
見
集
約
を
住
民
間
で
完
結
で
き
、
復
興
計
画
に
反
映
で

き
た
。

　

三
つ
め
は
、
潤
沢
な
資
金
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
一
世
帯

一
二
五
〇
万
円
の
復
興
費
が
支
給
さ
れ
、
住
宅
新
築
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

四
つ
め
は
、
高
台
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
地
理
的
条
件
が

あ
り
、
漁
師
が
高
台
に
移
転
し
て
も
生
活
や
仕
事
に
あ
ま

り
不
便
を
感
じ
な
か
っ
た
。

　

復
興
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
は
「
奥
尻
は
幸
運
な
復
興

だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
奥
尻
の
地
震
・
津
波
が
阪
神
淡

路
大
震
災
の
後
だ
っ
た
ら
、
多
く
の
義
援
金
や
支
援
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

自
然
災
害
の
場
合
、
公
共
施
設
な
ど
復
興
に
つ
い
て
は

国
庫
負
担
制
度
が
あ
る
の
で
す
が
、
住
宅
・
家
財
な
ど
は

個
人
財
産
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

奥
尻
の
震
災
で
は
、
全
国
か
ら
約
一
九
〇
億
円
と
い
う

多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
見
舞
金

な
ど
で
約
四
〇
億
円
が
直
接
町
民
に
渡
さ
れ
、
前
述
し
た

よ
う
に
島
内
に
家
を
再
建
す
る
場
合
、
家
の
全
半
壊
は
一

世
帯
四
〇
〇
万
円
、
住
宅
取
得
費
（
島
内
に
家
を
新
築
）

七
〇
〇
万
円
、
家
具
・
家
財
購
入
費
一
五
〇
万
円
、
計
一

世
帯
一
二
五
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
義
援

金
の
う
ち
一
三
〇
億
円
を
復
興
基
金
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
町
の
政
策
も
あ
り
、
震
災
か
ら
三
年
三
カ
月

後
に
仮
設
住
宅
か
ら
住
民
が
退
去
し
、
九
八
年
三
月
一
〇

日
、
町
が
「
完
全
復
興
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
二
〇
年
経
ち
課
題
も
あ
り
ま
す
。
青
苗
地
区

を
訪
れ
て
目
に
つ
く
の
は
商
店
の
相
次
ぐ
閉
店
で
、
商
店

街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
り
、
営
業
し
て
い
る
の
は
郵
便

局
と
商
店
が
二
～
三
軒
、釣
り
具
屋
、理
髪
店
だ
け
で
し
た
。

　

店
舗
と
住
居
は
別
々
の
支
援
だ
っ
た
の
で
、
店
舗
と
住

宅
を
別
々
に
建
て
ま
し
た
。
店
舗
が
大
型
化
し
て
維
持
費

が
か
さ
む
た
め
、
高
齢
に
な
り
商
売
を
や
め
る
店
主
が
増

え
て
き
た
。
こ
こ
一
〇
年
の
間
に
島
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
進
出
し
た
影
響
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、住
宅
ロ
ー
ン
返
済
の
過
重
な
負
担
が
あ
り
ま
す
。

見
舞
金
が
あ
っ
た
の
で
震
災
前
よ
り
大
き
な
家
を
建
て
、

震
災
復
興
時
は
土
木
な
ど
の
公
共
事
業
が
多
々
あ
り
そ
の

と
き
の
収
入
を
前
提
に
多
額
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
た

め
、
い
ま
は
返
済
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
に
よ
り

空
き
家
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

復
興
住
宅
と
し
て
道
営
ア
パ
ー
ト
五
六
戸
が
高
台
に
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
初
か
ら
移
転
し
た
入
居
者
は
高
齢

者
が
多
く
、
移
転
前
の
よ
う
な
隣
近
所
の
つ
き
あ
い
が
な

い
た
め
、
見
守
り
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
住
民
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、
奥
尻
町
と
は
人
口
規
模

や
地
理
的
特
性
が
異
な
り
ま
す
が
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も
用
地
確
保

に
時
間
が
か
か
り
、難
航
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
が
、

結
果
的
に
東
北
の
被
災
地
は
高
齢
社
会
を
見
越
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

写真５　2013年７月撮影の航空写真。低地、高台南端に新興住宅街が出現。
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二
一
万
個
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ワ
ビ
関
係
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め
、
〇

二
年
か
ら
助
成
金
が
徐
々
に
削
減
さ
れ
打
ち
切
ら
れ
ま
し

た
。
〇
四
年
の
台
風
一
六
号
が
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
採
卵
施
設
が
維
持
で
き
ず
、
種
苗
を

対
岸
の
熊
石
漁
協
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
種
苗
セ

ン
タ
ー
の
業
務
が
縮
小
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
主
力
の
エ

ゾ
ア
ワ
ビ
養
殖
が
全
国
に
拡
大
し
た
た
め
出
荷
価
格
が
下

落
、
ア
ワ
ビ
養
殖
漁
業
者
は
次
々
に
撤
退
し
ま
し
た
。
現

在
生
産
者
は
六
漁
業
者
で
年
間
六
万
個
の
生
産
に
と
ど
ま

り
、
う
ち
二
漁
業
者
が
五
万
個
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ひ

や
ま
漁
協
奥
尻
支
所
長
は
ア
ワ
ビ
養
殖
は
「
施
設
管
理
が

多
額
で
手
間
も
か
か
り
、主
力
に
な
り
得
な
い
」
と
話
し
、

頭
打
ち
の
観
が
あ
り
ま
す
。

　

漁
業
復
興
の
教
訓
と
問
題
点

　

震
災
は
元
々
す
す
み
つ
つ
あ
っ
た
高
齢
化
と
担
い
手
不

足
、
そ
し
て
漁
業
衰
退
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

　

青
苗
港
で
取
材
を
し
た
イ
カ
釣
り
漁
師
（
七
八
歳
）
は

「
何
を
や
っ
て
も
赤
字
赤
字
。
息
子
が
後
を
継
ぐ
は
ず
も

な
い
し
、
継
が
せ
る
気
も
無
い
。
自
分
で
終
わ
り
と
み
ん

な
思
っ
て
る
」
と
語
り
、
奥
尻
の
漁
師
の
現
状
を
感
じ
ま

し
た
。

　

震
災
後
、
漁
業
関
係
の
民
間
企
業
を
誘
致
し
ま
し
た
が

撤
退
。
水
産
加
工
業
者
を
島
外
の
せ
た
な
町
や
函
館
市
か

ら
誘
致
し
た
の
で
す
が
、
奥
尻
漁
協
を
は
じ
め
地
元
と
良

好
な
関
係
を
築
け
な
か
っ
た
。
漁
師
の
支
援
に
比
べ
加
工

　

漁
船
の
建
造
は
国
と
道
が
三
分
の
一
ず
つ
負
担
。
残
り

三
分
の
一
の
う
ち
の
三
分
の
二
は
「
共
同
利
用
漁
船
建
造

及
び
利
子
補
給
事
業
」
に
よ
り
助
成
し
、
購
入
者
の
負
担

は
九
分
の
一
に
し
て
早
期
の
漁
船
購
入
を
促
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
災
し
て
い
な
い
漁
船
に
対
し
て
も
、
義
援

金
を
活
用
し
た
「
漁
業
復
興
特
別
助
成
事
業
」
と
し
て
購

入
費
の
三
分
の
二
の
補
助
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
造
船
か
ら
最
新
鋭
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
に
一
新
し
、
い
ま
も

現
役
で
操
業
し
て
い
ま
す
。当
時
、最
新
鋭
の
漁
船
に
な
っ

た
の
で
、
鮮
魚
を
対
岸
の
瀬
棚
町
や
大
成
町
へ
出
荷
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
市
場
価
値
を
高
め
た
例
も
あ
り
ま

す
。

　

二
つ
め
の
復
興
・
振
興
策
は
、
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
な
ど
の

育
て
る
漁
業
の
推
進
で
す
。
震
災
後
、
ウ
ニ
は
九
四
年
～

九
五
年
ま
で
、
ア
ワ
ビ
は
九
四
年
～
九

六
年
ま
で
禁
漁
に
し
て
、
資
源
の
回
復

を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九

年
七
月
、
ア
ワ
ビ
の
採
卵
か
ら
稚
貝
の

育
成
ま
で
行
う
「
奥
尻
町
あ
わ
び
種
苗

育
成
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
（
義
援
金

八
億
円
活
用
）、
ア
ワ
ビ
資
源
の
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
養
殖
の
新
規
参
入
者
に
は
、

養
殖
の
い
か
だ
代
、
稚
貝
購
入
費
を
初

年
度
九
〇
％
助
成
、
他
の
助
成
制
度
と

組
み
合
わ
せ
る
と
九
八
％
を
助
成
し
ま

し
た
。
最
大
一
三
人
が
新
規
参
入
し
、

ピ
ー
ク
時
（
二
〇
〇
六
年
）
に
は
年
間

　

基
幹
産
業
漁
業
の
振
興

　

漁
業
は
奥
尻
町
の
基
幹
産
業
な
の
で
、
真
っ
先
に
復
興

に
取
り
組
む
課
題
の
一
つ
で
し
た
。

　

震
災
前
年
の
一
九
九
二
年
の
漁
協
組
合
員
は
約
四
〇
〇

人
、漁
獲
高
は
六
二
九
〇
㌧
で
約
一
四
億
円
あ
り
ま
し
た
。

震
災
で
二
六
人
の
漁
師
が
死
亡
し
、
二
四
人
が
廃
業
し
た

の
で
、
一
割
以
上
の
組
合
員
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
流
出
漁
船
は
五
九
一
隻
、
加
工
場
、
冷
蔵
施

設
、
漁
港
施
設
の
破
損
被
害
は
二
一
億
円
、
水
産
関
連
損

害
額
は
約
六
四
億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

漁
業
復
興
と
振
興
策
の
第
一
は
、
被
災
し
た
船
の
共
同

利
用
購
入
で
し
た
。

表 1　奥尻町の被災と復興のあゆみ

＜1993年＞	
７月12日　北海道南西沖地震、午後10時17分発生。震源奥尻

北方沖約50㎞、マグニチュード7.8、大津波・火
災・土砂崩れ等により被害甚大、死者行方不明者
198名。

　　　18日　仮設住宅の建設開始
　８月28日　全ての避難所閉鎖
　10月１日　町が災害復興対策室を設置
　11月22日　町議会が一部高台移転案を了承
　12月　　　災害復興住宅52戸完成。入居開始
＜94年＞
　１月27日　災害復興基金による被災者の支援策始まる
　２月　　　防潮堤の整備事業計画決定
３月21日	 被災した青苗地区会館にかわり「新生ホール・青

苗」完成
＜95年＞
３月　　　町が97年度目標の災害復興計画を策定。防災行政

無線放送施設をデジタル方式に全面改修
　８月１日　うに漁３年ぶりに再開
＜96年＞
　10月　　　仮設住宅から最後の住民が退去
＜97年＞　　高台への避難路42カ所の整備完了
＜98年＞
　３月10日　町が「完全復興」を宣言
＜99年＞
　７月３日　あわび種苗育成センター完成
＜2000年＞	
　10月５日　青苗港に人工地盤「望洋橋」が完成
＜01年＞
　５月１日　教訓を伝える「奥尻島津波館」オープン

（毎日新聞、奥尻町資料より作成）
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業
者
へ
の
支
援
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
し
、
後
ほ
ど
説
明

し
ま
す
が
復
興
基
金
取
り
崩
し
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。　

　

震
災
前
に
従
業
員
五
人
以
上
の
加
工
業
者
は
一
一
社
あ

り
、出
荷
額
は
約
六
億
円
で
し
た
。
二
〇
〇
九
年
時
点
で
、

従
業
員
五
人
以
上
は
五
社
、
五
人
未
満
を
合
わ
せ
て
も

一
〇
社
、
出
荷
額
は
約
一
億
五
千
万
円
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
二
〇
一
二
年
で
は
従
業
員
五
人
以
上
は
二
業
者
で
、

五
人
未
満
を
合
わ
せ
て
七
社
と
い
う
状
況
で
す
。

　

復
興
基
金
か
ら
の
加
工
業
者
へ
の
支
援
制
度
は
上
限
四

五
〇
〇
万
円
で
、
多
く
の
加
工
業
者
は
冷
蔵
庫
な
ど
の
設

備
が
津
波
で
流
さ
れ
、
復
旧
の
必
要
経
費
は
約
一
億
円
以

上
。
半
分
以
上
の
自
己
負
担
が
大
き
く
、
多
額
の
借
金
を

し
て
再
開
す
る
の
は
不
安
が
あ
り
、
廃
業
し
た
業
者
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
借
金
を
背
負
い
、
経
営
が
傾

い
た
会
社
も
あ
る
と
地
元
加
工
業
者
の
方
は
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
漁
業
の
後
退
は
、
義
援
金
を
原
資
に
し
た
復

興
基
金
取
り
崩
し
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

九
八
年
の
「
完
全
復
興
」
宣
言
ま
で
に
復
興
基
金
は
ほ

ぼ
取
り
崩
し
ま
し
た
。
ま
た
漁
業
関
係
で
は
、
あ
わ
び
セ

ン
タ
ー
な
ど
漁
業
振
興
基
金
（
五
億
円
）
を
取
り
崩
し
た

た
め
、
新
規
参
入
者
へ
の
助
成
金
が
縮
小
。
新
規
就
業
者

や
高
校
生
の
就
職
支
援
と
し
て
約
一
〇
億
円
の
基
金
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
た
た
め
、
基
金
活
用
の
漁
業
振
興
支
援
策
は
ど
ん
ど
ん

縮
小
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

震
災
前
奥
尻
町
の
九
二
年
の
漁
獲
量
は
約
六
二
九
〇
ト

ン
、漁
獲
高
約
一
四
億
円
、漁
協
組
合
員
は
四
〇
〇
人
だ
っ

た
の
が
、
二
〇
一
二
年
で
は
漁
獲
量
約
一
六
六
九
ト
ン
、

漁
獲
高
約
六
億
円
、
組
合
員
一
七
〇
人
ま
で
に
減
少
し
ま

し
た
（
図
３
）。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
は
、
漁
船
の
流
出
や
漁
港
の

損
壊
な
ど
漁
業
被
害
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
で
総

額
約
一
兆
一
五
〇
〇
億
円
と
巨
額
で
す
。
復
興
策
の
一
つ

と
し
て
、
民
間
事
業
者
に
漁
業
権
を
与
え
る
「
水
産
業
復

興
特
区
」
の
新
し
い
試
み
が
あ
り
ま
す
。
カ
キ
養
殖
の
盛

ん
な
宮
城
県
石
巻
市
桃
浦
（
も
も
の
う
ら
）
地
区
を
特
区

指
定
、
漁
民
一
五
人
と
仙
台
の
水
産
会
社
が
提
携
し
て
漁

と
加
工
、
販
売
の
一
本
化
で
付
加
価
値
を
高
め
た
製
品
の

開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
漁
協
の
反
対

が
強
く
、
他
地
域
に
は
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

漁
業
は
奥
尻
町
の
基
幹
産
業
で
す
が
、
漁
獲
量
、
漁
獲

高
、
組
合
員
、
加
工
業
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

巨
額
の
復
興
費
用
と
基
金
取
り
崩
し

　

町
財
政
の
悪
化

　

震
災
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
基
金
の
多
く
を
充
て
、
さ

ら
に
復
興
関
連
の
町
単
独
事
業
を
行
う
た
め
の
借
金
も
あ

り
、
町
債
残
高
は
九
八
年
の
ピ
ー
ク
時
に
九
四
億
円
に
ま

で
達
し
、
こ
の
返
済
が
重
く
の
し
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た

高
齢
化
に
と
も
な
う
新
た
な
支
出
、
人
口
減
に
と
も
な
っ

て
町
財
政
の
収
入
は
減
り
、
財
政
は
悪
化
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

当
時
町
議
だ
っ
た
新
村
卓
美
（
し
ん
む
ら　

た
く
み
）

町
長
は
、「
復
興
宣
言
後
、
産
業
振
興
な
ど
の
資
金
が
思

う
よ
う
に
使
え
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
被
害
額
は
約
六
六
四
億
二
〇
〇
〇
万
円
あ
り
、
復

興
に
は
約
八
五
〇
億
円
の
お
金
を
要
し
ま
し
た
。
震
災
前

九
二
年
の
奥
尻
町
の
普
通
会
計
歳
出
決
算
額
は
四
四
億
円

で
す
か
ら
、
巨
額
の
復
興
費
用
で
し
た
。

　

住
宅
移
転
費
三
七
億
円
、
堤
防
・
防
潮
堤
事
業
二
一
一

図３　奥尻町の漁獲量と漁獲高の推移
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の
基
金
と
し
て
残
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見

が
当
時
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
さ
し
あ
た
り
の
復
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
地
の
財
政
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
国
の
復
興
予
算
は
二
〇
一
五
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
二
五
兆
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

被
災
地
で
は
復
興
交
付
金
の
使
途
の
縛
り
が
強
い
の
で
、

が
多
い
こ
と
か
ら
、
九
八
年
か
ら
は
地
方
債
の
発
行
が
制

限
さ
れ
る
公
債
費
負
担
適
正
化
団
体
に
な
り
、
歳
入
確
保

と
歳
出
削
減
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
復
興
基
金
と
漁
業
関
係
基
金
を
取
り

崩
し
ま
し
た
が
、
将
来
の
地
方
債
償
還
や
ま
ち
づ
く
り
、

産
業
振
興
の
資
金
に
す
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
な
ど
を
通

さ
ず
町
に
直
接
入
っ
た
義
援
金
三
〇
億
円
は
、
特
定
目
的

億
円
、
漁
業
漁
港
整
備
事
業
一
五
四
億
円
な
ど
の
復
興
事

業
を
行
い
、
復
興
事
業
は
主
に
国
と
道
の
直
轄
・
補
助
事

業
で
し
た
が
、町
の
負
担
は
約
一
五
八
億
円
あ
り
ま
し
た
。

義
援
金
を
原
資
に
復
興
基
金
一
三
〇
億
円
を
設
け
、
七
三

項
目
に
お
よ
ぶ
支
援
事
業
へ
の
助
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奥
尻
島
は
大
規
模
な
公
共
工
事
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
島
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
。
整
備
さ
れ
た
防
潮
堤
の
総
延

長
は
約
一
四
キ
ロ
で
、
高
さ
は
最
大
一
二
メ
ー
ト
ル
で
す

（
写
真
６
、７
）。
防
災
施
設
と
一
体
に
な
っ
て
青
苗
漁
港

が
整
備
さ
れ
、
作
業
場
の
上
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
（
写
真
８
）。

　

震
災
以
降
、町
債
残
高
と
そ
の
返
済
の
公
債
費
が
増
え
、

町
債
残
高
は
九
八
年
度
決
算
が
ピ
ー
ク
で
九
四
億
二
三
〇

〇
円
、
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
三
・
五
倍
も
の
借
金
を

抱
え
危
険
な
状
況
で
し
た
。
そ
し
て
毎
年
度
の
借
金
返
済

写真６　堤防は総延長約14㌔（島の周囲80㌔）。 最大
　　　　約12㍍。
　　　　家の前の道路からは海が見えない。

写真７　青苗地区南東方面から。要塞のような防潮堤がある。

写真８　青苗港に整備された高さ６ｍの人工地盤。作業中に被災したとき、上に逃げる。
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地
元
の
現
状
に
即
し
た
自
由
な
裁
量
権
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

復
興
の
教
訓

　

震
災
か
ら
二
〇
年
が
経
ち
、
防
災
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
震
災
後
に
つ
く
っ
た
避
難
場
所

へ
の
誘
導
灯
が
潮
風
で
四
二
カ
所
破
損
し
、
修
繕
に
は
一

機
六
〇
万
円
程
度
か
か
り
、
町
に
財
源
は
な
い
の
で
ど
う

す
る
の
か
悩
ん
で
い
ま
す
。
青
苗
地
区
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
耐
震
構
造
の
新
生
ホ
ー
ル
が
老
朽
化
し
閉
鎖

中
で
す
。
議
会
で
の
質
疑
に
よ
る
と
、
ホ
ー
ル
は
補
修
で

き
な
い
構
造
な
の
で
、
解
体
し
て
改
築
す
る
し
か
な
い
。

震
災
当
時
の
施
設
が
次
々
に
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
ど

う
修
繕
、
更
新
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
拠
点
に
な
る
役
場
庁
舎
は
築
約
六

〇
年
と
老
朽
化
し
て
お
り
、
庁
舎
建
設
の
基
金
は
取
り
崩

し
て
残
額
が
な
い
た
め
、
新
庁
舎
建
設
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
と
道
の
事
業
で
す
が
、
防
潮
堤
や
人

工
地
盤
の
老
朽
化
対
策
も
あ
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
教
育
の
強
化

が
あ
り
ま
す
。
地
震
発
生
直
後
に
す
ぐ
避
難
す
る
こ
と
を

徹
底
す
れ
ば
、
町
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
不
要
と
い
う
考

え
で
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
度
以
降
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
に
防
災
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
が
、
防
災
対

策
は
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
な
く
、
体
験
と
記
憶
の
継
承
が

重
要
で
す
。
震
災
の
記
録
を
語
り
継
ぐ「
奥
尻
島
津
波
館
」

が
あ
り
、
施
設
を
活
用
し
た
教
育
・
避
難
訓
練
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
観
光
協
会
が
提
携
し
、
観
光
と
一
体
に
な
っ

た
「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
旅
行
」
を
企
画
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
以
降
、
約
一
〇
〇
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
行
き
先
を
東
北
か
ら
奥

尻
島
に
変
更
し
た
学
校
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
後
も
継
続

で
き
る
か
が
課
題
で
す
。

　
「
基
幹
産
業
（
漁
業
）
を
立
て
直
さ
な
い
限
り
、
観
光

を
や
ろ
う
が
、
入
島
税
を
や
ろ
う
が
無
駄
だ
」
と
町
関
係

者
が
い
う
よ
に
、
漁
業
振
興
は
大
き
な
課
題
で
す
。
ウ
ニ

を
塩
水
パ
ッ
ク
に
加
工
し
て
全
国
に
販
売
す
る
、
奥
尻
潜

水
部
会
（
ひ
や
ま
漁
協
）
の
個
別
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
ち
全
体
の
取
り
組
み
は
弱
い
。

　

青
苗
漁
港
を
拠
点
に
奥
尻
は
「
北
海
道
マ
リ
ノ
ビ
ジ
ョ

ン
21
」（
道
開
発
局
、
水
産
食
料
供
給
基
地
と
し
て
、
活

力
あ
る
水
産
業
と
漁
村
の
実
現
）
の
推
進
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
加
工
業
を
振
興
し
て
い
く
の
か
、
水
産

業
の
六
次
産
業
化
を
目
指
す
の
か
、
具
体
策
は
ま
だ
み
え

ま
せ
ん
。

　

高
齢
社
会
と
人
口
流
出
は
奥
尻
に
か
ぎ
ら
ず
、
多
く
の

自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
で
す
。
高
齢
化
し
た
地
域
に
即

し
た
防
災
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
要
介
護

者
、
要
援
護
者
の
把
握
は
も
ち
ろ
ん
、
高
台
へ
の
急
な
階

段
の
避
難
経
路
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

奥
尻
復
興
か
ら
の
教
訓
は
、震
災
復
興
は
産
業
の
衰
退
、

高
齢
社
会
と
い
う
構
造
問
題
に
対
応
し
な
が
ら
の
、
復
興

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
。
防
潮

堤
を
整
備
し
、
高
台
に
住
居
移
転
す
れ
ば
復
興
に
な
る
の

か
と
い
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
厳
し
い
と
い
う
の
が
奥
尻

の
教
訓
だ
と
思
い
ま
す
。

　

道
と
国
が
つ
く
っ
た
復
興
計
画
を
町
が
承
認
し
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
し
て
い
っ
た
こ
と
が
最
善
だ
っ
た
の
か
。
人

口
減
少
を
見
据
え
、
縮
小
し
て
い
く
ま
ち
の
か
た
ち
を
模

索
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も
住
ま
な

い
と
こ
ろ
に
防
潮
堤
を
つ
く
る
の
は
無
駄
な
の
で
、
住
民

と
ど
う
合
意
を
図
っ
て
復
興
を
す
す
め
る
か
が
大
切
で
す
。

＜

や
ま
し
た　

ち
え
・
毎
日
新
聞
社
北
海
道
報
道
部
記
者＞

　

本
稿
は
二
〇
一
三
年
一
二
月
六
日
の
防
災
・
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
・
編
集
部

　　


